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（１２月２４日～１月２７日） 
 

１月 ８日 常務理事会（20：00～） 
  １２日 保険研究委員会[保険勉強会]（20：00～） 

   １３日 理事会（20：00～） 
   １９日 総会議長予定者との打ち合わせ会（20：00～） 
       地域保健委員会（20：00～） 
       令和2年度第5回郡市区歯科医師会代表者会議（20：00～） 
   ２１日 令和2年度高崎市健康増進計画推進委員会（13：30～） 

学校歯科保健委員会（20：00～） 
   ２２日 保険研究委員会（20：00～） 
   ２５日 臨時総会議長予定者との打ち合わせ会（20：00～） 
   ２６日 臨時理事会（20：00～） 

２７日 例会（19：30～） 
    臨時総会 

 
 

 

  
 

１ 日  時 令和３年１月１３日（水）午後８時 

２ 場  所 高崎歯科医療センター 委員会室 

３ 開  会 石原副会長 

４ 会長挨拶 

５ 議  題 

［議 事］  

  １．臨時総会について議長予定者との打ち合わせ会 １月１９日（火）午後８時より 

  ２. 議長予定者との打ち合わせ会 １月１９日（火）午後８時より 

  ３．令和３年度委員会事業（案）予算（案）について 

提出期限 １月２９日（金）まで事務局へﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙで提出 

  ４．長寿祝賀該当者について                  

     祝賀該当者：１８名 

５．第４０回日本口腔腫瘍学会総会について  

６. ２０２１年度休日・土曜準夜間歯科診療出動表について  

７．看護学校卒業記念品について  

８. 高崎市からの感染対策等支援金について 

９．アサヒプリテックの４０万寄附金の扱いについて 

１０．横浜金属新年会祝い金５千円について 

１１. １月例会開催通知内容について 

理 事 会 報 告 

会  務  報  告 
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   （１）例会時における報告事項について 

・医療管理：①救急薬品・器材の申し込みについて 

②救急薬品使用に関する講習会について 

・保険研究：保険の留意点 

（２）開催通知における「お知らせ」について 

・公衆歯科：令和２年度高崎市成人歯科健診は令和３年１月３１日終了 

結果を令和３年２月５日（金）までに高歯事務局に提出 

・医療管理：①ＣＴ撮影技術習得日は、毎週 月・火曜日１３:１５～１４:００となります。 

       ご希望の先生は、１週間前までに高歯事務局へお申し込み下さい。 

      ②サーベイメーターの巡回について 

       

１２．月例会開催日時等について 

           日時：令和３年１月２７日（水）１９：３０～ 

           場所：高崎市総合保健センター３階 第４会議室 

［協議事項］ 

  １．担当理事からの協議事項について 

・学校歯科：①歯科関連団体協議会の日程について 

②令和３年度高崎市歯と口の健康週間主催者会議の日程について 

③令和３年度高崎市小中学校・特別支援学校児童生徒の図画・ポスター・標語コ

ンクール審査会について 

              ５月１３日（木）１３：３０より 第１、第３、第４会議室 

④第２９回日本学校歯科保健・教育研究会の開催について ８月予定 

⑤令和３年度高崎市教育支援委員会における専門医の推薦について 

・医療管理：①第３回市民公開講座＆口腔がん検診について 

②新型コロナウイルス感染症対策について 

③救急薬品使用に関する講習会について 

２．２月理事会開催日時について 

           日時：令和３年２月１０日（水）２０：００  

場所：高崎歯科医療センター 委員会室 

［報告事項］  

   １．担当理事からの報告事項について 

・情報管理：YouTubeアカウント管理情報の共有について  

・学校歯科：令和２年度高崎市学校歯科医会予算総会 

        ３月２６日（金）時間未定 第４会議室  

        議長予定者：永山礼久先生 

[その他]  

   

１３．閉  会 井田副会長 
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１ 日  時   令和３年１月２６日（火）午後８時～ 

２ 場  所   高崎歯科医療センター 委員会室  

３ 開  会 

４ 会長挨拶 

５ 議  題 

［議 事］ 

１． 染谷先生からの1月27日臨時総会事前質問について ・・・資料 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
日 時  令和３年１月８日（水） ２０：００～ 

 場 所  高崎歯科医療センター   
 出席者  黒田（真）会長、石原副会長、井田（順）副会長、谷内（晴）専務理事、紋谷常務事、 

萩原（栄）常務理事、境野事務局長 
 内 容   
    次回理事会、年間事業計画 
 
 
 
 
 
 
 (委員名敬称略) 
 
 

地域保健委員会 
日 時  令和３年 １月１９日（火） ２０：００ ～ ２０：２０ 

 場 所  高崎歯科医療センター（オンライン） 
  
 出席者  岡田理事、小谷（隆）、黒田（由）、内田、新谷、小野田、鈴木、堀口（環）、 

      守谷（宏）、井上、永山、  

 
内 容 

     １、事業計画・予算案 

     ２、タカタイ原稿  

     ３、その他 

 
 
 
 

委 員 会 報 告 

常 務 会 報 告 
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学校歯科保健委員会 

 日 時  令和３年 １月２１日（木） １９：３０～ 
 場 所  オンライン 
 出席者  石原副会長、田中理事、井尻委員長、高井（弘）、武山（和）、天田（信）、 

      瀧川、河田、樺沢、松原、関口、植原、真下顧問、𥱋𥱋瀬監事 

 内 容 

   １、学校歯科医の変更について 

・   県立高崎北高等学校 

     変更前 平塚道之先生   変更後 高橋和隆先生 

   ２、学歯日程について 

   ３、歯と口の健康週間関係の日程について 

   ４、日本学校歯科保健・教育研究会の高崎市での開催について 

   ５、日学歯パワーポイントソフトについて 

 

保険研究委員会 

 日 時  令和３年１月２２日（金）２０時３０分～２１時３０分 
 場 所  オンライン 
 出席者  井田副会長、中曽根、高橋（彰）、吉田（潤）、高瀬、須藤、稲川、高橋（和）、加納、高木 
 
 内 容 
   １、国保審査会報告 
   ２、社保審査会報告 
   ３、県歯保険委員会報告 
   ４、その他 
 
  
 

令和２年学校歯科関係被表彰者報告 
 
学校歯科医の先生方には平素より児童生徒の歯科保健向上のためご尽力をいただき誠にありがとうございます。

令和２年は１１名の先生が学校歯科に関係する表彰を受けました。 
例年なら高崎市学校歯科医会が１２月中に「高崎市学校保健功労者祝賀会」を開催してご略歴を紹介するとこ

ろですが、本年はコロナ禍に見舞われ開催が叶いませんでしたので、令和２年中に表彰された先生を今回は高

歯だより上で下記に紹介させていただきます。 
尚、例年ですと祝賀会において花束贈呈をいたしますが、代わりに祝花を１２月下旬に各先生の医院へ送りま

した。 
 

記 
 
日本学校歯科医会会長表彰（令和元年度、３月） 
＊本多 善孝先生 
昭和５９年４月～平成３年３月 群馬町立金古小学校 
昭和５９年４月～現在     高崎市立国府小学校      

 
以下は令和２年度です。 
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群馬県教育委員会学校保健功労者表彰 
＊丸茂 忠英先生 
 昭和５９年４月～現在     高崎市立中居小学校 
＊曽根 雅之先生 
 平成元年４月～現在      高崎市立大類小学校 
 
群馬県学校保健会会長表彰 
（功労賞） 
＊井田 泉先生 
 平成２２年４月～現在     高崎健康福祉大学高崎高等学校 
＊森山 元雄先生 
 平成１２年４月～現在     群馬県立二葉高等特別支援学校 
＊中村 雅慶先生 
平成１５年４月～現在     群馬県立榛名高等学校 
 

（奨励賞） 
＊佐藤 智樹先生 
 平成２４年４月～現在     明和県央高等学校 
＊永井 克実先生 
平成２６年５月～現在      高崎市立京ケ島小学校 

＊内田 一郎先生 
 平成２６年１０月～現在     高崎市立北小学校 
 
高崎市学校保健功労者表彰 
＊高橋 智幸先生     
平成１４年４月～平成１６年３月 群馬県立中央高等学校 
平成１６年４月～現在      群馬県立中央中等教育学校 

＊金田 泰之先生 
平成４年４月～平成２３年３月  高崎市立吉井西中学校 
平成１４年４月～現在      高崎市立岩平小学校 

 
以上です。表彰された先生方、おめでとうございました。 

田中伸夫 記 
 
 
 
 
 
 
 
高崎市長 富岡 賢治 様 

 
明けましておめでとうございます。高崎市歯科医師会の皆様には、健やかに新春をお迎えのことと、心からお

慶び申し上げます。 

日頃より皆様には、休日応急歯科診療や市内小学校の巡回歯科保健指導、各年代における歯科健康診査など、

本市の保健医療行政に多大なご協力をいただいており、この場をお借りして改めて深く感謝申し上げます。 

また歯科医師会の皆様には、令和元年度から市民を対象とした口腔がん検診及び口腔がんをテーマにした市民

公開講座を、本市との共催で実施していただいております。口腔がんの患者数や死亡数は年々増加傾向にござ

いますが、口腔内の健康管理の重要性についてはあまりよく知られておりません。そのような中、皆様が口腔

年 頭 所 感 
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内の健康の啓発に積極的に取り組んでいただいていることは、誠に心強く、その活動に深く敬意を表する次第

です。 

さて、昨年から続いている新型コロナウイルスの感染拡大は、市民生活に様々な影響をもたらしております。

直接患者と接する歯科診療においても大変なご苦労があると思いますが、歯科医師会が策定した「新しい歯科

診療様式」に従って、職員、患者双方が感染対策を万全に行うことにより、安心して診療ができる環境が整え

られていると感じております。 

本市におきましても、１２月市議会に補正予算を計上し、市民が歯科医療を安心して受けられる体制づくりの

一助になるよう、歯科医師会を通じて感染症対策費等を支援させていただいております。そのほかにも医療検

査体制の拡充支援や消毒用アルコールの継続的な配布などを行うことによって、感染症拡大防止に努めている

ところです。本年も引き続き新型コロナウイルス感染症対策に全力で取り組んでまいりますので、歯科医師会

の皆様にはなお一層のご指導、ご協力を賜わりますよう、お願い申し上げます。 

結びに、高崎市歯科医師会のますますのご発展と、本年が皆様にとって輝かしい飛躍の年となることを祈念し、

新年のごあいさつといたします。 

 
 
衆議院議員 福田 達夫 様 

 

コロナ禍で直接お会いすることが難しい中、紙上ではありますが、こうして高崎市歯科医師会の皆様に御挨拶

できる大変ありがたい機会を頂戴しました。 

心より、感謝申し上げます。 

黒田会長をはじめ貴会の皆様が、「出来ない」とあきらめるのではなく、常に、「どうやったら出来るのか」

と智慧を絞り、数々の事業を実現されておられることに、心からの敬意を表します。 

昨年、貴会、医師会、薬剤師会の会長の皆様と対談を行ない、不安を抱く地域の皆様に正確な医療情報を提供

させていただくことができ、多くの方のお役に立つことができました。 

これからも常に貴会と連絡を取り合いながら、情報の共有をし、連携しながら、地域の皆様のために、御一緒

に努めて参りたいと存じます。 

さて。昨年秋開催された市民公開講座はウェブで配信され、ライブで１５,０００名以上、後日配信でも２,５

００名以上の方が視聴されたとのこと。 

他地域の歯科医師会からも高い評価を得られたと仄聞しておりますが、これは市団体レベルの開催内容ではな

く、全国団体レベルの取り組みといえましょう。 

今必要なのは、貴会のように困難な課題に対して真正面かつ多角的に、そしてなにより果敢に取り組む姿勢だ

と、強く感じます。 

今この瞬間も、「社会」を支えている方々がいらっしゃいます。 

我々政治は、その方々が万全に力を出し切る舞台をつくること。 

万一その方が挫けた時は、しばらく羽を休める場をつくり、その後もう一度舞台に乗るステップをつくる。 

すべては、「人の中の力」を信じ、人同士が支え合う「色々なカタチの社会の力」を信じるところから始まる

のだ、ということをこの 1年、改めて深く思い直しました。 

この国の地域社会には、とてつもない力が潜んでいる。 

だからこそ情報を共有し、人と人の力を合わせるお手伝いをし、１＋１が２以上になるような仕組みづくりに、

これからも全力を尽くして参ります。 

本年も引き続き、御指導賜れば幸いです。 

皆様と御家族の御健康を、心よりお祈り申し上げます。 
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衆議院議員 小渕 優子 様 
 
新年明けましておめでとうございます。 

新型コロナウイルスが猛威を振るう中、皆様におかれましては日々の診療活動にあたり、大変なご苦労を強い

られていることと存じます。口腔ケアは人の生活にとって基本中の基本と言えるものだけに、積極的な治療に

当たられている皆様に深く敬意を表します。 

政治活動とともに、二児の母である私は、２～３カ月に一度の歯科クリニックでのメンテナンスが「生活の一

部」になっており、ふたりの息子たちも同様です。「上手に磨けていますね」と褒めていただくことが、日頃

の積極的な歯磨きのモチベーションにもなります。 

急速な高齢化が進む日本は人口減少社会に転じています。「人生 100年時代」に向かいつつもあります。と 

いえ、平均寿命と健康寿命には約 10年の開きがあります。それを埋めるために最も大切なことは、いくつにな

っても「食事を自分の歯でしっかりと、おいしくいただける」日常を保つことにほかなりません。 

多くの高齢者が自立した暮らしができれば、それは豊かな成熟社会として世界のお手本になります。虫歯や歯

周病などがさまざまな疾患につながる危険性が声高に叫ばれています。口腔ケアの充実を通じた丈夫な歯の維

持は、病気をはねのけ健康長寿を手にするため大切な課題です。 

高崎市歯科医師会は高崎市と連携して、口腔ケア体制のより一層の向上を目指す取り組みを展開されています。

高崎訪問歯科相談センターの開設、子どもから大人までの積極的な歯科検診や口腔がん検診の推進、さらに昨

秋には舌がんから復帰された堀ちえみさんをお招きしたウェブ市民公開講座を開催し、大きな反響を呼びまし

た。 

日本が世界に誇る「国民皆保険制度」は長く将来にわたって維持されなくてはなりません。そのためには健康

長寿が欠かせません。長生きは幸福であり、社会のリスクであってはならないのです。その活動の中心的役割

を担っておられる歯科医師の皆様に心からご期待申し上げ、年頭のごあいさつといたします。 

 

 

参議院議員 中曽根弘文 様 

 

新しい年を迎え謹んでお慶びを申し上げます。 

高崎市歯科医師会の先生方におかれましては、日頃から市民の健康向上のためにご尽力を頂いておりますこと

に深く敬意を表します。 

昨年は新型コロナウイルス感染拡大により、社会のあらゆる分野で甚大な影響が様々な形で現れる一年であり

ました。歯科医療に携わる先生方におかれましても、感染防止策をとりながらの治療等、多くの対応を迫られ

ご苦労頂いておられることと思います。 

さて、歯科医師会の皆様が推進されてこられた「８０２０運動」により歯の残存率は大幅に向上し、平成 28

年の調査では 5割を超えるなど、大きな成果を上げており、口腔の健康が健康寿命の延伸につながるというこ

とも広く知られるようになってまいりました。 

政府が毎年決定する「骨太の方針」においても 2017年から「口腔の健康と全身の健康に着目した歯科口腔保健

の充実」について明記しており、「生涯を通じた歯科健診、フレイル対策にもつながる歯科口腔保健の充実、入

院患者等への口腔機能管理のための医科歯科連携、介護・障害福祉関係機関との連携や歯科保健医療提供体制

の構築に取り組む」ことを明確に打ち出しています。 

高崎市歯科医師会の先生方には、これまでも行政と連携し、学校での検診や保健指導にあたって頂いておりま

すが、大人になってからではなく、子供のころからしっかり口腔管理を行っていくことの重要性を理解し、治

療志向から予防志向へと転換していくことが何よりも大切であると思います。 

歯科に関わる技術や知見は日々進歩しており、先生方にとりましても毎日の診療と同時に技術のブラッシュア

ップにも取り組んでいくことは大変なご苦労であると思いますが、「国民皆保険制度」のもと引き続き健康な長

寿社会を実現する大きなお力を頂きたくお願い申し上げます。 

多難な年明けとなっておりますが、先生方のご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 



令和３年１月号 
参議院議員 清水 真人 様 
 
明けましておめでとうございます。皆様、輝かしい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。旧年中は、黒

田 真右 会長をはじめとする私の地元、高崎市歯科医師会の皆様には、高崎市議、群馬県議時代より変わらぬ

多大なるご支援、ご厚情を賜り、心より厚く御礼申し上げます。 

昨年は新型コロナ対応に追われた１年でした。今尚状況は苛烈を極め、今月には再び首都圏１都３県に「緊急

事態宣言」が出される事態となっております。１日も早く感染拡大を終息させ、平穏な生活を取り戻すことが

出来るよう、私も国会議員として出来ることを果たして参る決意です。 

歯科分野においても、受診者数の大幅な減少など、コロナ禍の影響を大きく受けております。そういう厳しい

状況の中でも、皆様の格別なお心懸けとご対策のおかげで歯科診療においての感染事例はほぼ皆無であるとお

伺いしております。今後も国民ひとりひとりの健康と安全を守って頂くためのご貢献を心よりご期待申し上げ

ます。 

１月１８日より本年の通常国会が召集される予定です。新型コロナ感染防止対策は勿論のこと、まずは第３次

補正予算、そして令和３年度一般予算の早期成立を目指します。補正予算案には、無床医療機関への支援金や

診療報酬の加点などのコロナ対策、来年度当初予算案には、歯科口腔保健・歯科保健医療の充実・強化をはじ

めとして、昨年より約２．５億円増額された３０億２６００万円の歯科保健医療施策が計上されております。

私も「国民歯科問題議員連盟」に加入させて頂き、地元を代表して送り出して頂いている国会議員として、皆

様のご意見、ご要望に寄り添うべく引き続き活動して参る所存です。 

結びにあたり、１日も早い新型コロナウイルス感染拡大の終息と、皆様の本年のご健勝、ご多幸を心よりお祈

り申し上げまして、年頭のご挨拶に代えさせて頂きます。本年もどうぞ宜しくお願い致します。 

 
 
高崎市議会議長 渡邊 幹治 様 
 
明けましておめでとうございます。 
高崎市歯科医師会の皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのことと心からお慶び申し上げます。 
また、日頃より公衆衛生・歯科保健の啓発事業等を通じて、市民の健康と福祉の増進に多大なご尽力を賜りま

して、心から敬意と感謝を申し上げます。 
歯は私たちの健康を支える根幹であります。そして、歯の健康は私たちの健康寿命にも大きな影響を与えてい

ます。自分の歯でよく噛んで、食事を喉に通すには、口の清潔、噛む力、飲み込む力が大切なことは言うまで

もありません。なかでも噛むという動作は、高齢者において脳を活性化し、生活意欲を賦活します。このこと

が高齢化社会で問題になっている認知症や寝たきりの防止に繋がるとも言われています。 
さて、高崎市が貴歯科医師会に委託している主な事業に、幼児の歯科健康診査、市内小学校巡回歯科保健指導、

２０歳から７０歳まで１０歳刻みで行われる成人歯科検診等ありますが、小児から高齢者まで、市民の健康増

進と保健福祉の向上は、欠かすことのできない最重要施策であります。 
貴歯科医師会、高崎市、高崎市議会が目指す目標は、市民福祉の向上であり、「安心して住みよい高崎」で一致

しています。これからも共に働く「協働」の心意気で市民のために、一緒に頑張ってまいりたいと願っていま

す。 
現下のコロナ禍により医療を取り巻く状況は、大変厳しいと承知しておりますが、歯科医師会の皆様には、市

民の健康と福祉の増進のため、一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 
結びに、高崎市歯科医師会の益々のご発展と、関係皆様方のご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げ、新年の

ごあいさつとさせていただきます。 
 
 
高崎市教育委員会 教育長 飯野 眞幸 様 

 

令和３年の新春を迎え、謹んで新年の御挨拶を申し上げます。 

学校歯科医の先生方をはじめ関係者皆様には、日頃から児童生徒の歯と口の健康のためにご尽力いただき、こ

こに深甚なる敬意を表すとともに、感謝申し上げます。 

また、今般の新型コロナウイルス感染症に係るご対応の中、定期健康診断や就学時健康診断等も実施していた



令和３年１月号 
だき、大変感謝しております。 

高崎市教育委員会では、「子どもたちの命を守ること」は学校園の大切な責務と考え、「Every Child Matters

～すべては子どもたちのために～をスローガンに、教育に携わる者一人一人が、研ぎ澄まされた感性をもち、

危機管理を始めとする「命」を守るための取組を強化してまいりました。 

また、子どもたち自身が自分の心や体に向き合い、自分の「命」は自分で守る力を育てていくことも大変重要

と考え、自ら進んで健康な体をつくる子どもたちを育成するため、「元気アップ高崎」の事業を推進しておりま

す。この「元気アップ高崎」は、自校の健康課題解決に向け、保健・体育・食育を相互に関連付けながら三位

一体で取り組んでいくことを目指すものです。各学校園では、充実した学校保健委員会の取組を中核に、自己

の健康課題に向き合いテーマ化し課題解決するなど、特色ある取組が行われています。 

子どもたちが、生涯にわたり健康で心豊かにたくましく生き抜いていくことは、全ての人々の願いです。この

願いの実現に向け、今後も、学校園、家庭、地域が連携し、子どもたちが自己の健康課題を主体的に解決でき

る能力を身につけられるよう、歯科医師会の先生方や関係機関等の方々のお力添えを引き続きお願いいたしま

す。 

結びに、高崎市歯科医師会のますますの発展を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。 

 

 
群馬県歯科医師会 会長 村山 利之 様 
 
明けましておめでとうございます。 
高崎市歯科医師会会員の先生方におかれましては、このコロナ禍において、どのように新年をお迎えなさっ

たでしょうか。 
振り返ってみますと、昨年の今頃は、いよいよ東京オリンピック・パラリンピックが開催される年という事

で、祝賀ムードに包まれて始まったと記憶しておりますが、まさか新型コロナウイルスによる感染が、日本

はおろか全世界に広がり、パンデミックの状態になるとは全く想像がつかなかったと思います。 
その感染の波も、第１波・第２波、そして１２月からは第３波と益々感染拡大が進み、この原稿を書いてい

る令和３年１月においては地域を限局した、第２回目の緊急事態宣言も発出され、その拡大に歯止めがかか

らない状態になってきております。 
その中において、群馬県下の会員の診療所におかれましては、ごく少数のスタッフの方のＰＣＲ検査の陽性

報告はあるものの、会員の先生が陽性になったり、診療所におけるクラスターの発生は何とか防げておる状

況です。 
これもひとえに会員の先生方の努力の賜と、敬意と感謝を申し上げる次第です。 
また、政府の見解としては、この３月にも優先的に医療従事者のワクチン接種が始まるとの事ですので、副

効果の問題はあるにしましても、もう少しの辛抱で、このコロナ禍のトンネルから脱出できるのではないか

との希望が出て参りました。 
結びに、この一年が先生方そして、スタッフ、ご家族の皆様にとりまして今年こそ良い年になりますよう、

お祈り申し上げて、御挨拶とさせて頂きます。 
 
 
高崎市歯科医師会 会長 黒田 真右  
 
新年おめでとうございます。昨年中は大変お世話になりました。 

さて、２０２０年は新型コロナウイルス感染症を抜きにしては語れない年になりました。 

昨年の 1月例会時の挨拶の中で中国の武漢で新型のコロナウイルスが猛威を奮っていて、日本にも影響がある

かもしれないが、まずはインフルエンザに注意しましょうとお話をさせていただきましたが、そのわずか２か

月後には日本中に拡大しパンデミックの事態になりました。４・５月の第一波を乗り越えた時の油断でしょう

か、その時にしっかりと準備しなかったためでしょうか8月からの第二波、11月からの第三波と感染は広がる

一方です。 

本会としまして、第一波の間は会員の中に感染者を出さないための対策と、患者さんの不安を軽減することを

考えた初期対応、感染拡大が避けられなくなった９月には会員の診療所から感染者が出た時を想定し、その対
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応としてその医院から感染を拡大させないこと、会員とそのスタッフの擁護を第一に考え、次に風評被害を最

小限に抑えられるようにできる範囲の対応を考えてまいりました。 

日本では重症化や死亡者の数が極端に抑えられていることの理由が何なのか？京大 IPS細胞研究所の山中伸弥

教授が説明するファクターX（多くの解明されていない事由でたとえば日本人がマスク着用に抵抗のない生活を

送ってきたこともその一つ？）もその効力の限界な感じとなってきています。 

感染が拡大しワクチン接種がやっとのことで現実的なものになって来た段階ですのでまだまだ先が見えません

が、今年の目標は新型コロナウイルスに勝利することで間違いないと思います。地域の歯科医療を守るべく頑

張って頂いている会員の皆さんへ、会として適切な対応ができるように努力していきたいと思っておりますの

で、今後ともご指導をよろしくお願いいたします。 

 
 
石原  隆 副会長 
 
新年あけましておめでとうございます。 

旧年中は、会員の皆様から、格別なるお力添え賜り、誠にありがとうございました。厚く御礼申し上げます。 

２０２１年、新年早々大変難しい状況となっておりますが、是非以前のような日常生活に戻れる事を期待した

いと思います。本年は、新たな問題を含め課題山積な年となってしまうかもしれませんが、先生方と共に足元

をしっかり見定め一つ一つ進めてまいりたいと存じます。また、学校歯科医会の先生方、どうぞ本年もお力添

え頂きますようお願い申し上げます。 

本年も、子どもたちの歯・口の健康をしっかりとサポートしてまいりたいと存じます。 

引き続き、ご指導ご鞭撻賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 
 
井田 順子 副会長  
 
２０２１年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

昨年は、COVID-１９感染拡大が世界中で猛威をふるい、苦悩する状況になりました。 

会としての事業も多くが中止となり、講演会や委員会会議もオンラインで行われました。 

社会全体のデジタル化が、一気に加速しました。 

本年初めに、ワクチンの開発や接種の明るい話題が出てきてはいますが、未だ感染拡大は続いています。 

今出来る事を色々な配慮の中に、実行していかなければならないと思っています。 

本年も、会員先生方の一層のご指導とご鞭撻を賜りますように，宜しくお願い申し上げます。 

 
 
谷内 晴夫 専務理事 
明けましておめでとうございます。  
コロナ禍の大変厳しい診療の中会務にご協力いただきまして誠にありがとうございます。各担当理事の先生方

も委員会、研修会等の新しい会務の在り方を模索しながら少しずつプラットフォームが構築されてきておりま

す。厳しい状況ではありますが、前向きに会務に従事していきたいと考えております。 
本年もご協力、ご教示のほどよろしくお願いいたします。 
 
  

 

紋谷 光徳 常務理事 
 
新年あけましておめでとうございます。 
昨年中は大変お世話になりありがとうございました。 
昨年は新型コロナウイルスの影響で様々な会務が中止となり翻弄された一年でした。コロナ禍は私にとって、

一会員として、今後どうしていきたいのかを考えるきっかけになったと思っています。当たり前だった生活様

式も変化し、現状維持では取り残されると、変化に対応していくことをより強く考えさせられるようになりま

した。 
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これからの会務運営にも変化が求められることと思います。会員の先生方のご指導とご協力を是非ともよろし

くお願いいたします。 
 
 
萩原 栄一 常務理事 
 

新年あけましておめでとうございます。 

初めての新型コロナウイルス感染症に振り回された昨年でしたが、先生方のご協力で何とか乗り切ることが出

来ました。 

まだまだ予断を許さず、手探りの状態が続くと思います。 

出来る事を出来る範囲で精一杯頑張りたいと思います。 

今年も引き続き、先生方のご指導ご鞭撻何卒よろしくお願い申し上げます。 

 
 
割田 誠也 理事 （公衆歯科衛生） 
 
あけましておめでとうございます。昨年は新型コロナ感染症により殆どの事業が中止になり、大変残念な一年

でした。新年になり、まだまだ収束が見えず不安な日々が続きますが、会員の先生方のご協力に感謝し、残り

の任期を精一杯頑張りたいと思います。 
本年もよろしく御願い致します。 
 
 
中田 大介 理事 （医療管理） 
 
新年明けましておめでとうございます。 
先生方のご協力と暖かい励ましのお言葉のおかげで、無事に年を越すことができました。 
本当にありがとうございました。 
昨年に引き続き新型コロナウイルスが猛威を奮っている中、 
本年も情報収集に努め会員の先生方のお役に立てるよう頑張りたいと思います。 
本年もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 
最後に、昨年の市民公開講座＆口腔がん検診では、多くの先生方や関係各所の方々に、大変お世話になりまし

た。この場をお借りして御礼申し上げます。 
 

 
中曽根 直弘 理事 （保険研究）                                          
 

明けましておめでとうございます。 

昨年は、今までの生活が大きく変わってしまった大変な１年でした。 

今年は新型コロナウイルス感染症の早期収束を願いながら、できることを着実に行っていきたいと思います。 

本年も宜しくお願い致します。 

 

田中 伸夫 理事 （学校歯科保健） 
 
明けましておめでとうございます。先生方には日ごろから児童生徒の歯と口の健康のためにご尽力いただき、

誠にありがとうございます。昨年は定期健診が延期となり、今までとは異なる対応を迫られるなどご苦労され

たことと存じます。健診においては今年も同様の策が必要となり大変であると思いますが、感染防護に努めて

いただくとともにコロナ禍での歯科保健向上についてもご指導の程よろしくお願い申し上げます。 
令和２年度は様々な催しが中止になってしまい無念でした。令和３年度は例年通りのフルスペックのことはで

きない可能性がありますが、できる限りの活動は行う所存ですので先生方のご指導、ご協力をよろしくお願い

いたします。 
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岡田 崇之 理事 （地域保健） 
 

あけましておめでとうございます。 
昨年はオンラインの訪問診療勉強会開催についてご協力いただきありがとうございました。 
コロナの影響で思うように他の事業を進めることができませんでしたが、この状況でもできることを考え、 
市民と会員のお役に立てるよう今年も会務を行ってまいりたいと思います。 
今年もご指導ご鞭撻のほどなにとぞよろしくお願い申し上げます。 
 

 

清水 英之 理事 （情報管理） 
 
新年明けましておめでとうございます。 
昨年の今頃はまさかこんな世の中になるなんてひとつも思っていませんでした。 
この全世界的なコロナウイルス感染症、本当に困ったものです。 
新しい生活様式と言われていますが、インターネットによる様々なオンライン化は急速に進んできております。 
高崎市歯科医師会でもZOOMやYouTubeを駆使し、会員の皆様に有用な情報をお届けできるようにしていき

たいと思います。また歯科医師会ホームページにも有用な情報を配信しておりますので、そちらの方もよろし

くお願い致します。 
本年もご指導ご鞭撻の程よろしくお願い致します。 
 
 
𥱋𥱋瀬 一彦 監事 
 
新年、明けましておめでとうございます。 

コロナ、コロナで明け暮れている昨今ですが、明るい未来を信じて、 

微力ながら責任を果たしてゆく所存です。旧年にも増して、ご指導 

ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 

 
 
中野 善夫 監事 
 
明けましておめでとうございます。 
本年も宜しくお願い致します。 
昨年は新型コロナウイルス感染症の影響により、オリンピック等の行事が中止および延期になり、物足りない

年になりました。 
今年は、新型コロナウイルス感染症が一日でも早く収束し、平穏な日常生活が取り戻せる事を心から願ってお

ります。 
 

 

 
 

 

日本歯科新聞  １２月１日付  ３記事 

 

東京歯科大学、慶應義塾と統合へ 2023年4月めどに協議 

学校法人の東京歯科大学（井出吉信理事長·学長）と慶應義塾（長谷山彰塾長）は11月26日、歯学部の慶應義塾

大学への統合及び法人合併の協議を開始すると発表した。2023年4月をめどに協議を進めるとしている。 

 

情報管理・ニューストピック 



令和３年１月号 
「健康寿命の延ばし方」の国民向けレポート作成—日歯 

日本歯科医師会は、国民に向けて「歯と口からはじめる健康寿命の延ばし方」と題したレポートを日経ＢＰ総

合研究所から発刊した。日歯の国民向けホームページでは11月26日、同社サイトでは30日から公開。近く紙媒

体も発行され、全国の保健所や放送局、新聞社などに送付するとしている。日歯の定例記者会見で柳川忠廣副

会長が報告した。 

 

健康な女性が心掛けていること「食後の歯磨き」17.5%—中高年者縦断調査 

厚労省は、同じ集団に対して14年前から行っている第15回「中高年者縦断調査」の結果を11月25日に公表した。

第１回調査から15回まで健康状態が「よい」と答えている人が心掛けていることで、女性の17.5％、男性の8.7％

が「食後の歯磨き」と答えている。 

 

 

日本歯科新聞  １２月 ８日付 ２記事 

 

脱着を想定した接着剤 光照射で接着力が６割低下—医科歯科大 

紫外光照射で接着力が低下する歯科用接着剤が新たに開発された。東京医科歯科大学の研究グループによるも

ので、治療後に不要になった材料を脱離する際や、脱着に伴う歯質の損傷の軽減につながる研究として期待が

かかる。国際科学誌『ACS Applied Polymer Materials（エーシーエス アプライドポリマーマテリアルズ）』オ

ンライン版（11月25日）で発表された。 

 

パノラマと CBCT 根管形態分類—致率は85％ 

愛知学院大学歯学部放射線学講座の船越琢磨氏らは、1,058本の下顎第二大臼歯の形状をパノラマレントゲンと

CBCTの画像で比較し、両者に高い関連性があることを解明した。 

 

 

日本歯科新聞  １２月１５日付 ４記事 

 

日歯が「根面う蝕」の啓発動画を公開 

日本歯科医師会（堀憲郎会長）は、根面う蝕の危険性と予防法を伝える新作動画『放っておくとたいへん！歯

の根のむし歯』を、ホームページ内の「日歯8020テレビ」で公開した。 

 

マイナンバーによる資格確認で「負荷のない対応を」—遠藤日歯副会長 

第6回「健康·医療·介護情報利活用検討会」、第5回「医療等情報利活用 WG」及び第3回「健診等情報利活用 WG」

が9日、東京都千代田区の TKP新橋カンファレンスセンターとオンライン上で開かれた。「データヘルス集中改

革プラン等の主な論点と検討の方向性（案）」について議論し、多少の修正の後、座長一任で取りまとめられる

ことが了承された。日本歯科医師会の遠藤秀樹副会長は、マイナンバーによる資格確認と確認できる医療情報

の同意について、医療機関と患者双方に負荷がかからない対応を要望した。 

 

介護報酬の引き上げ要望—保団連 

全国保険医団体連合会（住江憲勇会長）は11月30日、「2021年介護報酬改定で、介護報酬の大幅な底上げの実現

を求める緊急要望書」を田村憲久厚労大臣宛に送付した。 

 

東和ハイシステム JASDAQ上場へ 

東和ハイシステム（本社·岡山市、石井滋久代表）は11月20日、東京証券取引所 JASDAQ（スタンダード）市場

への新規上場が承認されたと発表。上場日は今月25日を予定している。 

 

 



令和３年１月号 
 

                                                                       

 
 

 

☆ 保険研究委員会よりご案内 

  ２月のレセプトのチェック勉強会は中止とさせていただきます。 

 

☆ 情報管理委員会よりお願いとお知らせ 

 ○高崎市歯科医師会ホームページのアドレス・メールアドレスは以下の通りです。 

  ホームページ    https://takashi8020.jp/ 
  メールアドレス   dentaloffice@bay.wind.ne.jp 
 ○高歯だよりに記載掲載をご希望される先生は、情報管理委員会または事務局までご連絡ください。  

  締め切りは原則として例会開催日の２週間前です。 

 ○高歯だより・高崎市歯科医師会ホームページについて、ご意見ご希望等ございましたら、当委員会までお

寄せください。   

 

 

お知らせ＆ご案内 
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